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最近合金液体に関する諸物性測定から ,それ ら物性値の挙動と合金特性 と
の関連性ならびにその液体構造に関する知見が得られつ ゝある｡ た とえは固
体化合物を生成するような合金系では ,液体状態において もその化合物組成
のところで物性値の組成依存に anomaly を生 じ,液体構造に何らかの特異
性を有することが しばしは報告されている｡ つまr)こa)よう年令金糸では ,
⊥股に液体状態においても異種原子 (イオン) 間の相互作用が大であ り,熱
力学的に もtRaoultne岳ative'な特性を有するはずやある｡一方共晶特
性を有する合金系では ,一般に tRaoultpositive"な熱 力学 的特性 を
示す ことが知られてお り,羊の ような合金系の液体状態における性質や構造
について も種々研究されてはいるが ,結論的には前者ほど明確でない ようで
あるo
この面における一つの特異な研究 として.Kumarら1)のものがあるo彼 ら
は tRaoultpositive ' ぉよび tRaoultnegative ' な特性を有す
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る例 としてそれぞれPb-Sn お よびCurAl 系液体合金をえ らぴ,分子諭的
立場か らそれ ら合金系にかける ¶clustering サ 督,遠心分離法により実
験的に示吸し,それ らの諸物性 との開運性につvlて一つの推論を試みてvlるO
こゝで彼 らq)結論にみられる思想は,少 くともこれ ら両液体合金q)共晶ある
V､は金属間化合物組成では,融点直上か ら参る温度範薗内で前要では同種,
後者では異種頃子の clusterが安定に存在す るとV,う事実 象一つの大胆な
る仮定 として,液体合金系に一般化す ることilCあるように思われる.Kumar
らのこJ)ような approachにはかな り多 くの問題点が含まれてV'るが,V'ず
れにしてもこの結論は,今後さらに感々の合金系にかける諸物性が正確に測
定され,.多 くの実験事実に もとずV,てなされるべ きであろうO
さてPb-Sn 系合金は前述の よF)に代表的な共晶系に属す るが,全組成範
頭にわた り融点が低 く,液体状態における諸性愛測定やミ比較的容易であると
V'う技術上の見地な らびにその実用的見地か ら,従来多 くの測定がなされて




別 される｡ 前者に腐する ものとしでは,た どえばToyeand Jones2),Roll
andF-ees5),Fisher and Phillips4)らU)ものがあり,また後者に属す
るものとしては竹内,池田5).Adamsand Leach6), さらに浸近のThresh
crawley and準 ite7),Thresh and Crawley8)ら0)ものがあるOもし
前者q)立場であれば,前述のKumarらの説を-応肯定的なものとし~て評価す
!
る余地は残されるが,J後著か卓実である′とするな らば,少 くともKumar ら
のPb'-Sn 系葵瀧 組成液佐合金におけるcl･ustering につV,ての考え方は
:査定…されるか あるY,按査定されなvlま.でもはなはだ疑わしV,ものとい わねば
なるまV'.この ような問題の解明は,やは り上述の問題意識の もとに従来の
研究結果を再検討し,･そこで見落されてvlると思われる諸点智中心に,楕度
の高V'測定を綿密に行夜 タととによって始めて可能となるであろう0









られたが,た 共ゞ 晶組成 (26.1at%Pb)におvlては,密使の温度依存性に
従来の測定においてみ られたV,ような直線闘係か らのずれが約 40,0-450℃
にかけてみ られた O そ0)結果をFig.1 に示すo著者 ら徹 こg)異常がこの合
金の太負的 な特性によるもq)か,あるV'は測定誤差Vtよるもわかを明確にす
る目的で,同一試料の密度ならびに浮力をアルキメデス法により測定した.
その結果, Fig･1pに示すように,約 450- 460℃にかいて密度の温度依
存性が変化し,それに対応して浮力値の温度依存性 もFig.2に示すように変
化することが認め られたO この共晶組成における密度U)寵度依存性の異常は,
従来の諸測定ではまった く認め られてvl覆 い O また著者 らが密度 より求めた
Pb-Sn 系液体合金の isotherma1､,molar volume にかいて も,Fig.5
に示すように加成性からの偏位が一様でな く,共晶組成におゝV,て特異な変化
智示してV,る｡ このことは, Pb-Sn 系をreg.ularsoiutionとみなし,





vlるの嘆きわめて興味深い｡このような現象 が 前 述 の Kumarl)や Ubb｡l｡h9e
らが指摘しているような cl-ustering あるV,は PT.早-freezing現象 と同 一
一の内容の ものか香か, このあた りの解明が今後q.)一つの課題となるであろ
う｡
一方著者 らは,周共晶組成液体合金の電気抵抗を直流四端子法で約 250-
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